


要約:本来,産科部門を有しない小児専門病院の,新生児医療における今後の役割について

検討した.母体搬送を必要とする患者は,他の施設で分娩を行い,新生児搬送を原則とした

殊疾患のセンター化のために必要な NICU ベット数を算定するにあたって,今回は最もセン

ター化を必要とする先天性心疾患について検討した.先天性心疾患の発生頻度を 1.06％，

そのうち早期に外科的処置を必要とするものを 6.1％,当院の調査結果から先天性心疾患

の NICU 平均滞在日数を福岡県内患者 29.1 日,県外患者 18.1 日として計算すると,九州全

域をカバーするために必要な NICU ベッド数は約 11 ベッドと考えられた.この数を基に先

天性心疾患以外の特殊疾患のための必要病床数を算定していく必要があると考えられた.


